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　ここ4 〜 5年の間に革命的な出
来事がありました。技術の進歩に
よって，うつ病の脳の炎症が観測
できるようになったこともその一
つかもしれません。ただそれ以上
に重要な出来事は，感情をとらえ
る全く新しい枠組みが生まれたこ
とです。
　この枠組みは自由エネルギー原
理と呼ばれる理論を基礎にして
おり，それは信念（期待）や推論
など，主観をベースにした画期的
な脳の大理論なのです。この理
論は，Karl Fristonによって，2006
年に発表されました。感情に応用

　2016年以降，嘘やデマ，陰謀論や
プロパガンダ，こうした虚偽情報
がソーシャルメディアを介して大
規模に拡散し，現実世界に混乱や
悲劇をもたらす事象が次々と発生
しています。「フェイクニュース」
と呼ばれているこれらの一連の現
象は，私たちの日常生活や民主主
義を脅かす深刻な社会問題です。
　本書ではこの現象を，情報の生
産者と消費者がさまざまな利害関
係の中でデジタルテクノロジーに
よって複雑につながりあったネッ
トワーク，つまり「情報生態系」
の問題として捉え，そのしくみに

された理論は，知覚の無意識的推
論だけでなく，運動の能動的推論
の重要性を説く2009年頃から発
表された理論に基づいています。
　この枠組みによって感情という
主観的意識体験がうまくとらえら
れ，さらには感情障害をもとらえ
られる最新の試みを多くの学生や
研究者に紹介しようと考え執筆し
たのが本書です。心理学や医学の
最新の知見までできるだけわかり
やすく紹介しましたので，心理学
の分野だけでなく，医学や工学，哲
学の分野の方にも楽しんで読んで
いただけることを期待しています。

ついて紐解きます。その目的を達
成するために，計算社会科学の最
新の知見を取り入れながら，虚偽
情報の拡散に関わる人間の認知特
性（認知バイアス，社会的影響），
情報環境（エコーチェンバー，
フィルターバブル），情報量の問題

（情報過多，アテンションエコノ
ミー），それらの関係性について平
易な言葉で解説しました。本書が
フェイクニュース現象の見通しを
よくし，客観的な事実よりも個人
的な信条や感情が重視される「ポ
スト真実」の時代を乗り越えるた
めのヒントとなれば幸いです。
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　フィクションの世界では，綿密
な計画に基づき，統制された行動
によって犯行を遂行する窃盗団な
どが描かれます。世の中にこうし
た緻密な犯罪もないわけではない
のですが，それは極めて稀で，実際
の犯罪の大半は，目の前の誘惑に
惹かれ，予見性や計画性を欠き，努
力や訓練を必要としない衝動的な
ものです。この分野の研究者や実
務家が薄々思っていたことをズバ
リと言い切ったのがゴットフレッ
ドソンとハーシーの低自己統制理
論で，その意味でこの理論はコロ
ンブスの卵に似ています。基本概

　この本では，中学生向けに開発
した，5時限で構成された自殺予防
教育プログラムGRIPを解説して
います。心の健康教育の授業でこ
の本を学生に貸して，「分担して，
大学生向けにアレンジして実施す
ること」と指示したら，後日受講
生から「1，2，4，5，3」の順に実施
したいと相談がありました。いや，
GRIPのGはGradual Approachの
G，この順番通りに着実に進むのが
大事なんだって，ということばを
飲み込み「いいよ」と言いました。

「（まあ）いいよ（意外に面白いか
な）」。確かに本は，作ってしまう

念をベンサムの古典的功利主義に
まで辿り，一方，現在（1990年代後
半）のアメリカの犯罪実態と犯罪
諸理論を批判的に検討しながら彼
らが自説を展開したのが本書です。
邦訳の副題に「低自己統制シンド
ローム」と付けたのは，低自己統制
という特性が，事故・病気，学業・
職業上の挫折など広範囲の社会病
理・個人病理の原因であるという
著者たちの主張を汲んでのことで
す。この点から，本書で行われる
議論には，犯罪以外の分野の心理
学者にとっても興味深いものが多
数含まれていると思っています。

といろんな読み方ができます。特
に，この本の特徴の一つは文字通
りの「軽さ」，つまり分量が多くな
くて，すぐ読めることです。とはい
え中身は濃いつもりで，中学校の先
生にお聞きすると，本を読んで実際
のツールを見ることでよりよく理
解できるのだそうです。ツールを
ダウンロードするURLは本の中に
示しています。自殺予防教育は喫
緊の課題なので，学校の先生や研
究者の皆さんに読みやすいと感じ
てもらえると嬉しいのですが，うち
の学生には「ちゃんと通しで読ん
だ？」と確認しないと。
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